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Purpose：Lid-wiper epitheliopathy(LWE) is char-

acterized by one part of the marginal conjunctiva of

the upper eyelid being affected and is correlated with

dry eye symptoms. This is a study of the clinical

features of LWE.

Methods：Three hundred and sixty-four eyes of

182 patients with dry eye symptoms were studied. In

all subjects the presence of LWE was determined by

lissamine green staining followed by tests for dry eye.

Results：LWE was detected in 48 of 364 eyes

(13.2％). One hundred thirty-four eyes were diag-

nosed with dry eye and LWE was detected in 25 of 134

eyes(18.7％). This rate was higher than that of non-

dry eyes with LWE (23 of 230 eyes, 10.0％). Since

LWE was detected at a high rate in contact lens(CL)

wearers (22 of 37 eyes, 59.4％), LWE background

factors in CL wearers and non-CL wearers were

compared. Significantly higher fluorescein staining

scores were detected in the LWE positive CL wearers

compared to LWE negative CL wearers, whereas no

significant differences were detected between the

LWE positive and negative groups in any other dry

eye examination. LWE-like lissamine green staining

was detected on the lower eyelids in 122 eyes(33.0％).

Conclusion：LWE was detected in more than 10％

of patients with dry eye symptoms. Although LWE

was detected in dry eye patients, no clear relationship

was recognized between LWE and the presence of dry

eye.

Nippon Ganka Gakkai Zasshi(J Jpn Ophthalmol Soc

113：596―600, 2009)
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Abstract

Lid-Wiper Epitheliopathy in Patients with Dry Eye Symptoms

目 的：Lid-wiper epitheliopathy(LWE)とは，上眼

瞼結膜縁にみられる帯状の上皮障害でドライアイ症状を

高率に訴えるとされる．本研究では，ドライアイ症状に

て受診した症例における LWE の発症頻度，および

LWEと角結膜上皮障害，涙液機能との関連について検

討した．

方 法：対象はドライアイ症状を訴えて受診した 182

人，364 眼(男性 88 眼，女性 276 眼，平均値±標準偏

差：58.1±17.1歳)で，フルオレセインおよびリサミン

グリーン染色下に角結膜上皮障害，LWEの有無を調査

し，tear break-up time(BUT)測定，シルマー試験，

DR-1などの涙液機能関連検査を施行した．

結 果：全 364眼中 48眼(13.2％)に LWEが認めら

れた．全症例中，ドライアイ診断例(2006 年基準によ

る)は 134 眼(36.8％)で，ドライアイ症例中の 25 眼

(18.7％)と非ドライアイ症例 230眼中の 23眼(10％)に

LWEを認めた．コンタクトレンズ(CL)装用 37眼中の

22眼(59.4％)という高率で LWEがみられたため，CL

装用群と CL非装用群に分けて背景因子を比較検討した

が，CL装用者の LWE(＋)群においてフルオレセイン

染色スコアが有意に高かった以外，他の角結膜上皮染色

スコアおよび涙液機能検査において LWE(−)群と

LWE(＋)群の間に有意差はなかった．一方，120 眼

(33.0％)において，LWEに類似した帯状の染色が下眼

瞼結膜縁に観察された．

結 論：ドライアイ症状を有する患者の 1 割強に

LWEが認められた．ドライアイ診断例の中にも一定の

頻度で LWEは存在したが，LWEの発症と涙液機能異

常との間に明らかな関連は認められなかった．(日眼会誌

113：596―600，2009)

キーワード：Lid-wiper epitheliopathy，ドライアイ症

状，コンタクトレンズ装用，涙液機能，瞬
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要 約

ドライアイ症状患者における lid-wiper epitheliopathy の発現頻度



Ⅰ 緒 言

Lid-wiper epitheliopathy(LWE)とは，Korb らによっ

て提唱された上眼瞼結膜縁の特異な上皮障害である1)
．

彼らは，病変が出現する部位，すなわち瞼板下溝から粘

膜皮膚移行部にかけての領域に解剖学的な名称がなかっ

たこと，この部が眼表面を掃く(wipe)ような動きをす

ることから，この部位を lid-wiper と命名している1)
．

Korb らは当初，ドライアイ症状を有するソフトコンタ

クトレンズ(SCL)装用者に高頻度に本症が認められるこ

とを指摘したが，その後，ドライアイ症状を有する CL

非装用者においても LWE がみられることを追加報告し

ている2)
．しかしながら，Korb らの報告ではドライア

イ患者が検討対象から除外されているため，LWE と涙

液機能との関連については不明のままであった．そこ

で，我々は，ドライアイ症状を訴えて受診した患者のす

べてを対象に，フルオレセインおよびリサミングリーン

染色にて LWE の有無，角結膜上皮障害の程度を調査す

るとともに，種々の涙液機能検査を施行し，病態との関

連を検討した．

Ⅱ 対象および方法

2004 年 5 月から 2005 年 4 月の 1 年間，ドライアイ症

状を訴えて鷹の子病院眼科を受診した 182 人，364 眼

〔男性 88 眼，女性 276 眼，年齢 12〜82歳(平均値±標準

偏差：58.1±17.1歳)〕を対象に，眼瞼縁，角結膜上皮

の生体染色検査〔フルオレセイン染色，リサミングリー

ン(1％)染色〕および種々の涙液機能検査〔シルマー試

験Ⅰ法，tear break-up time(BUT)測定，ドライアイ解

析装置 DR-1〕を実施した．Begley らの報告3)を参考に，

ドライアイ症状として 8項目を採り上げ，1項目以上該

当する症状を有する場合，スタディに組み入れた(表

1)．手順としては，細隙灯顕微鏡で前眼部を観察した

後，まず，フルオレセイン染色下に角膜上皮障害の程度

(フルオレセインスコア：0〜3点)と BUT(3 回測定の平

均)を4)
，次いで，リサミングリーン染色下に上下眼瞼

縁の染色の程度，角結膜上皮障害の程度(リサミング

リーンスコア：0〜9点)を評価した5)
．LWE の診断につ

いては Korb らの診断基準におけるローズベンガル染色

の結果をリサミングリーン染色に置き換え，彼らの重症

度分類 Grade 1以上を LWE ありとして評価した1)
．典

型例を図 1 に示す(図 1 A)．引き続いて，DR-1 を用い

て涙液層表面の安定性を Yokoi らの方法6)に従って評価

し(Grade 1〜5)，最後にシルマー試験Ⅰ法(原法)を行っ

た7)
．

各々の検査結果，症状のスコア，年齢，性別と LWE

の発現頻度を統計学的に検討し(Mann-Whitney の順位

差 U 検定)，LWE とドライアイ諸検査との関係，LWE

を引き起こす原因について推察した．

LWE 患者の上眼瞼の LWE 病変部位(3 例)および下

眼瞼の LWE類似病変部位(8例)よりインプレッション

サイトロジーにより上皮を採取し，病理学的な検討を

行った．

Ⅲ 結 果

�．LWEの発現頻度と臨床的特徴

対象 364 眼中，48 眼(13.2％)に LWEが認められた．
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涙が出る

涙が出ない，泣けない

光がまぶしい

眼が疲れやすい

眼がゴロゴロする

眼がかすむ

眼が乾く(不快感)

眼にさすような痛み

表 1 ドライアイ症状

図 1 LWEと LWE類似病変の典型例．

Ａ：上眼瞼縁結膜に認められる lid-wiper epitheliopathy(LWE)(矢印)．

Ｂ：下眼瞼縁結膜に認められる LWE様染色(矢印)．



ドライアイ研究会による 2006 年のドライアイ診断基準

に準じて比率を検討したところ，ドライアイ症例は 134

眼(36.8％)であり，そのうちの 25 眼(18.7％)と，非ド

ライアイ症例 230 眼中の 23眼(10％)に LWE が認めら

れた(p＜0.05)．LWE のみられた症例〔LWE(＋)群〕

とみられなかった症例〔LWE(−)群〕の性比に有意差

はなかったが，年齢については，LWE(＋)群で 44.3±

20.2歳，LWE(−)群で 60.2±15.6歳と，LWE(＋)群

で有意に低かった(p＜0.01)．また，CL 装用率は，

LWE(＋)群で 48 眼中 22 眼(45.8％)，LWE(−)群では

322 眼中 15 眼(4.6％)と，LWE(＋)群において有意に

高い値を示した(p＜0.001)．

�．CL装用群と非装用群における比較検討

LWE(＋)群の CL 装用率が LWE(−)群よりも有意に

高いことから，それぞれの背景因子について，CL 装用

者と CL 非装用者に分け，LWE(＋)群と LWE(−)群間

の検査結果を比較検討した．CL 装用群は，男性 4 眼，

女性 33眼，年齢は 15〜58歳(平均値±標準偏差：30.7

±9.7歳)であり，全例終日装用で，ソフトコンタクト

レンズ(SCL)は 26 眼，ハードコンタクトレンズ(HCL)

は 11 眼であった．一方，CL 非装用者は，男性 84 眼，

女性 243眼の計 327 眼で，年齢は 12〜82歳(平均値±標

準偏差：61.2±14.9 歳)であった．解析の結果，CL 装

用群の 37 眼中 22 眼(59.4％)に，CL 非装用群の 26 眼

(8.0％)に LWE が発症しており(表 2)，両群間の発生

頻度に有意差が認められた(p＜0.001)．しかし，CL 装

用群，CL 非装用群のいずれにおいても，LWE(＋)群と

LWE(−)群の間で，年齢，性比に有意差は認めなかっ

た．また，角結膜上皮障害，涙液機能検査の結果では，

CL 装用者の LWE(＋)群においてフルオレセイン染色

スコアが有意に高い結果であったが(p＜0.05)，BUT，

シルマー試験，DR-1 検査，リサミングリーン染色スコ

アにおいては，CL 装用群，CL 非装用群のいずれにお

いても，LWE(＋)群と LWE(−)群の間で有意差は認め

なかった(表 3)．

�．下眼瞼結膜縁にみられた LWE類似病変の臨床的

特徴

今回，LWE 検出のためにリサミングリーン染色を

行ったところ，364 眼中 120 眼(33.0％)と，LWE(48

眼)の約 2.5倍の頻度で，LWE に類似した帯状の染色

所見が下眼瞼結膜縁に認められた(図 1 B)．CL 装用群

における下眼瞼結膜縁の染色陽性例は 70.3％と高頻度

であり，CL 装用群で LWE が認められた 22 眼のすべて

に下眼瞼結膜縁の染色所見を伴っていた(表 2)．一方，

CL 非装用群においても，下眼瞼結膜縁の染色陽性例は

28.7％と LWE と比較して高頻度であり，ここでも，

CL 装用群と同様に，LWE を認めた 26 眼中 24 眼に下

眼瞼結膜縁の染色所見がみられた(表 2)．病態の一因を
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301 眼(92.0％)

233眼(71.3％)231 眼(70.6％)

94 眼(28.7％)70 眼(21.4％)

合計LWE(−)群

26 眼(70.3％)4 眼(10.8％)

合計

表 2 LWEと LWE様染色の発現頻度

LWE(−)群

B．CL 非装用者

24 眼(7.3％)

LWE(＋)群

22 眼(59.4％)

LWE(＋)群

CL：コンタクトレンズ．

合計

LWE様染色(−)群

LWE様染色(＋)群

LWE様染色(＋)群

A．CL 装用者

327 眼(100％)

11 眼(29.7％)0 眼(0％)LWE様染色(−)群

2 眼(0.6％)

26 眼(8.0％)

合計 22 眼(59.4％) 15 眼(40.5％) 37 眼(100％)

11 眼(29.7％)

NS

1.9±1.5NS

0.7±0.6p＜0.05

9.0±7.5NS

3.3±1.9NS

LWE(−)群有意差検定

表 3 LWEとドライアイ検査

1.0±0.3

16.2±12.1

3.9±1.7

LWE(＋)群

CL 装用者

3.2±1.6

BUT：tear break-up time，NS：有意差なし．

DR-1(Grade 1〜5)

リサミングリーン染色(0〜9点)

フルオレセイン染色(0〜3点)

シルマー試験(mm)

BUT(秒)

ドライアイ検査

2.6±0.9

LWE(−)群

NS

2.1±0.4

1.9±1.5

0.6±0.7

12.4±9.1

2.7±1.4

2.1±0.5

CL 非装用者

LWE(＋)群

4.3±2.6

10.7±8.8

0.9±0.5

2.5±1.1

2.5±0.9

有意差検定

NS

NS

NS

NS



探るべく，複数例の LWE 患者の上眼瞼の LWE 病変部

位および下眼瞼の LWE類似病変部位をインプレッショ

ンサイトロジーにより採取し，病理学的に検討したが，

いずれのサンプルにおいても①ゴブレット細胞の欠如，

②上皮細胞の扁平上皮化生の像が認められた(図 2)．

Ⅳ 考 按

今回の検討により，約 10人に 1人と，ドライアイ症

状を有する患者において，かなりの頻度で LWE が認め

られることが明らかとなった．すなわち，不定愁訴の鑑

別診断において，本疾患の有無をスクリーニングするこ

とは臨床的に重要といえる．対象に高齢者を比較的多く

含むために CL 装用者数は 37 眼と少ないが，LWE の発

現頻度は 59.4％ときわめて高く，Korb らが最初に指

摘したように1)
，本疾患発症の危険因子であることが再

確認された．LWE(＋)群の平均年齢は 44.3 歳と LWE

(−)群よりも有意に若く，Korb らの報告ともよく一致

している．本症が若年〜壮年層に好発する可能性は高い

が，LWE発症者 48 眼中 22 眼に CL装用者を含む点で，

LWE群の平均年齢が押し下げられた可能性は否定でき

ない．発症年齢に関する結論は，今後，より大規模な調

査を待つ必要があろう．

Korb らは，シルマー試験や BUT が正常で，かつ角

結膜上皮障害のない症例のみを解析の対象としていたた

めに，LWE と涙液機能の関連については明らかではな

かった．今回の検討では，2006 年基準でドライアイと

診断された 134 眼中 25 眼(18.7％)に LWEが認められ，

また，LWE 症例 48 眼中 25 眼(52.1％)がドライアイと

診断された．これらの結果は，Korb らの報告で対象外

とされていた涙液機能異常群にも LWE 症例が存在しう

ることを示している．また，涙液機能の異常が本症の病

態にかかわっているかどうかについて検討したが，

LWE(＋)群および LWE(−)群のいずれにおいても，

BUT の平均値は異常域に，シルマー試験の平均値は正

常域にあり，CL 装用の有無とも関連はみられなかっ

た．これらの事実は，今回みられた BUT の異常が

LWE の病態に直接関連する可能性は低く，おそらく

は，今回の症例全体の臨床的な特徴を示しているものと

思われる．

興味深いのは，リサミングリーン染色下に観察中に気

づいた下眼瞼結膜縁の LWE様病変(帯状染色)である．

発現頻度は，全 364 眼中 120 眼(33.0％)と LWE自体の

頻度よりも 2.5倍も高く，LWE を認めない症例にも一

定の頻度で認められた．眼瞼縁における染色所見として

は，従来から，皮膚粘膜移行部を表す Marx line がよく

知られているが8)
，図 1 あるいは 2 に示されたように，

リサミングリーン染色に一定の幅がある点，内方へ偏っ

て局在する点で Marx line とは明らかに異なる所見であ

る．注目すべきは，48 眼の LWE 患者中 46例という高

率(95.8％)で，さらに，CL 装用者に限れば LWE 22 眼

の全例にこの LWE様病変が共存していた点である．ま

た，インプレッションサイトロジーにより採取した複数

例の上下眼瞼結膜縁病変部の病理所見は基本的に同一の

ものであった．これらの事実は，LWE と LWE様病変

とが共通した発症基盤を有する異常である可能性を示唆

しているが，本仮説の証明には，今後のさらなる検討が

必要である．

LWE の病態は現時点では不明である．しかしなが

ら，Korb らも指摘するように，その特異な病変発生部

位から瞬目運動との関連が強く疑われる．瞬目運動は涙

液の再分布や排出あるいは異物除去などに働くが，1分

間の瞬目回数を約 10 回と仮定すれば9)〜11)
，1 日に約

平成 21 年 5 月 10日 Lid-wiper epitheliopathy の発現頻度・白石他 599

リサミングリーン染色領域
リサミングリーン染色領域リサミングリーン染色（－）領域

図 2 LWE，および下眼瞼の LWE様病変のインプレッションサイトロジー．

A：LWE，B：下眼瞼の LWE様病変より採取．リサミングリーンに染色されない正常部位ではゴブレット

細胞(矢印)を認めているが，リサミングリーン染色部位ではゴブレット細胞は認められず，核・細胞質比が

小さく，一部に扁平上皮化生した細胞(矢頭)が認められる．(スケールバー：50 mm)



4,800回もの頻度で上眼瞼結膜縁(lid-wiper 部)は眼表面

と擦れ合う計算になる．このような中，何らかの異常に

よって両者間の摩擦ストレスが増強すれば，上皮障害の

発生につながる可能性があるし，この考え方に従えば，

CL 装用が LWE発症の危険因子であることも無理なく

説明できる12)〜14)
．さて，今回の検討でみられた唯一の

ドライアイ関連検査の異常は，CL 装用者における

LWE(＋)群のフルオレセイン染色スコアが，LWE(−)

群のそれよりも有意に高いという事実であった．この理

由は明らかではないが，角膜上皮障害を悪化させるよう

な何らかの要因が LWE 患者に存在する可能性が考えら

れる．この点において，今後は瞬目を含めた眼瞼と眼表

面の関係，相互作用に焦点を当て，LWE発症との関連

についての検討を進めていく予定である．
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